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関わる言葉を、拾ってみました
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ゆめのりさあち



➢ 人間が求める最終の目的こそ幸福だ。

➢ 生まれながらに持っている可能性を花開
かせて実現化することにより生まれてく
る充実した在り方こそ幸福。

➢ 幸福とは、心の平安と喜びだ。

➢ つねに他人と語り合い、ほんとうによい
ことを確かめ合いながら生きていくこと
ができれば、人は自由にもなれるし、幸
福にもなれるはずだ。

➢ 幸せとは、自分に対する肯定である。

➢ 幸せとは、すべての人たちが幸福である
こと。
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➢ 幸せとは、愛する人が幸せでいること。

➢ 幸福とは、一つは、喜んで自分の運命に
従えること。不幸や失敗も含めて。もう
一つは、毎晩、明日の朝、さわやかに目
覚めることを楽しみに、おだやかに眠り
につけること。

➢ 働く喜びに目覚めること。安らぎや満足
感に満ちた休息の喜びも、仕事をしてい
る人でなければ味わえない。懸命に働き
続ける。その仕事が、何らかの社会の役
に立っていると確信できる。そんな状態
以上に幸福なことはない。
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➢ どんな仕事でも、真剣に没頭すれば面白
くなり、引き込まれていく。それによる
創造と成功の喜びが人を幸福に導く。

➢ その人自身が幸福だと感じること。それ
が究極の幸福だ。

➢ 真の幸福は自分一人のものではなく、ま
わりの人すべてを幸福にする。

➢ 喜びは、感謝の念を持つことから生まれ
る。

➢ 幸福の原因は人間自身のうちにおこるも
ので、外界から生じる原因より大きい。
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➢ 人と生まれて最大の幸福は人柄に帰する。
人柄のもつ価値は絶対的な価値である。

➢ 最高級の享楽は、精神的享楽である。

➢ 健全な身体に宿る健全は精神が、我々の
幸福のためには第一の最も重要な財宝で
ある。

➢ 最も直接的に我々を幸福にしてくれるの
は、心の朗らかさである。

➢ 朗らかさは幸福の正真正銘の実態である。

➢ 栄華、栄達、名誉のために自己の安静と
余暇と独立を犠牲にすることは愚の骨頂
である。
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➢ 幸福になりたいと思ったら、そのために
努力しなければならない。

➢ 苛立ったり、不機嫌だったりする情念を
制御するための最高の治療薬は高邁であ
る。

➢ 情念の伝染を阻止しつつ、喜びを伝染さ
せる所作こそが礼節である。

➢ 自分が上機嫌でいることこそ大事だ。

➢ 幸福自身が徳である。

➢ 幸福になることは他人に対しても義務で
ある。
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➢ 幸せだから笑うのではない。笑うから幸
せなのだ。

➢ あらゆる幸福は、意志と自制とでできて
いる。

➢ 希望する、これは幸福であるということ
だ。

➢ 自由な行動の中でこそ人は幸福なのだ。

➢ 自分で作る幸福は、決して人を欺かない。
それは学ことであり、そして人は学ぶも
のである。
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➢ どんな職でも、自分が支配する限りは楽
しみであり、服従するかぎりは不愉快で
ある。

➢ 人間は、意欲し創造することによっての
み幸福である。

➢ 自分で進んでやる仕事は快楽であり幸福
である。

➢ 自分の中に自然に湧きあがってきた「本
当にやりたいこと」「本当に知りたいこ
と」に興味を持ち、それに従って生きる
こと。
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➢ どんな職でも、自分が支配する限りは楽
しみであり、服従するかぎりは不愉快で
ある。

➢ 人間は、意欲し創造することによっての
み幸福である。

➢ 自分で進んでやる仕事は快楽であり幸福
である。

➢ 自分の中に自然に湧きあがってきた「本
当にやりたいこと」「本当に知りたいこ
と」に興味を持ち、それに従って生きる
こと。
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➢ 仕事は幸福の源である。これ以上上手に
なれないというところまで技術を行使す
ること、作り上げることを楽しむ。

➢ 退屈を楽しむ、退屈を味わうことができ
なければ幸せになれない。

➢ 幅広い興味を持つこと。熱中すること。
バランスが重要。

➢ 幸せは、熟した果実がぽとりと口の中に
落ちてくるものではなく、獲得するもの
である。
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➢ ほしいものをいくつか持っていないこと
こそ、幸福の不可欠の要素である。

➢ おのれの能力を最も完全に発揮するとき
に最大の幸福が訪れる。

➢ 喜びを味わうためには、困難が存在して
いなければならない。

➢ 自尊心がなければ、真の幸福はまず不可
能である。

➢ 「ほんとうの幸福」と「生きがい」は同
義語。

➢ 「生きがい」と呼ぶべきものは、生かさ
れていると感じるところにその姿を現す。



ゆめのりさあち

➢ 「生きがい」は目的にたどり着くことに
よって手に入れるものではなく、目的に
向かって歩く道程そのものにある。

➢ 「生きがい」は作り出すものである前に、
発見するもの。

➢ 「生きがい」は自分がしたいと思うこと
と義務の一致、希望と使命が一致すると
きに顕現する。この世における自分の役
割を見出していくこと。

➢ 時間がない。時間がせまっている。間に
合っても合わなくてもいいのではないか。
ただ一生懸命生きたというだけで。
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➢ 真の幸福を知るのは、真に悲しみと苦しみ
を経験した人である。

➢ 強い意欲、それが生きがいというものだ。

➢ 「頭」と「心＝身体」が協働できた時、そ
こに至福の喜びが訪れる。その状態を「遊
び」と呼ぶ。

➢ 「遊び」とは無駄の上にこそ成り立つので
あり、「結果」はあくまでも二次的にすぎ
ないもので、「プロセス」のところにこそ
面白味がある。

➢ 物事を深く「味わう」ためには、その物事
に向かって創造的に「遊ぶ」ことが大切。
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➢ 心をさいなむ悩みが何一つない、そんな日
常を送ることこそが、実は最高の楽しみな
のだ。

➢ 夢は人生を拓く原動力。

➢ 成功と幸福とを、不成功と不幸とを同一視
するようになって以来、人間は真の幸福が
何であるかを理解し得なくなった。

➢ 人が人として存在していること自体が幸福
なのだ。

➢ 人格こそが幸福である。
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➢ 我々は我々の愛する者に対して、自分が幸
福であることよりなお以上の善いことを為
し得るであろうか。

➢ 機嫌がよいこと、丁寧なこと、新設なこと、
寛大なことなど、幸福はつねに外に現れる。

➢ 人生の意味は全体への貢献である。他者へ
の関心、協力である。

➢ 強い信念を持つと行動の指針となり、行動
力や自信が生まれ、楽しさも生まれる。

➢ 家族、友達、コミュニティーとよくつな
がっている人ほど幸せで身体的にも健康で
長生きする。
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➢ 静かで、平穏で、身近なしあわせ。

➢ できるだけ善い人間になろうとして最善を
つくす者が、最善の生涯を送り、前よりも
一層善くなっているとの自覚のもっとも大
きい者が、もっとも楽しい生涯を送る者。

➢ 最高善とは人間のめざすべき最高の目的で
あり、最高善に当たるものが幸福だ。

➢ 幸福とは、財産がたくさんあるとか、地位
が高いとか、何か権勢だの権力だのがある
ことに属するのではなくて、悩みがないこ
と、感情が穏やかなこと、自然にかなった
限度を定める霊魂の状態に属する。
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➢ 幸福に生きるということは、自然に従って
生きること。

➢ 幸福はそんなに華やかなものでもにぎやか
なものでもなく、夢中になって求めるもの
でもない。

➢ 個人が自然に、自由に交流する場でこそ人
間的な幸福や喜びが育まれる。

➢ 自分の喜びや幸福が相手の喜びや幸福とな
り、相手の喜びや幸福が自分の喜びや幸福
となる。

➢ 幸福になること、幸福をめざすことが相手
にたいする義務である。
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➢ 幸福は、見返りを求めなかった人のところに
突然舞い込むご褒美である。

➢ 「天が為すことに合わせるしかない」、それ
が日本語の「しあわせ」という言葉の由来。

➢ 「普通」の連続が「幸せ」。

➢ 自分は何が面白くて、何を求めているのかを
明確にわかっている人こそ、幸せ。

➢ 性格が良いほど幸せとの正の相関がある。

➢ 何かを創っている人はみんな幸せ。

➢ その能力が欲望とひとしい状態にある者は完
全に幸福といえる。
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➢ 自分は何を得たいのかについて鋭敏であり、
それに対してまっすぐ努力するという生き
方は、喜びをもって生きるために大切なこ
と。

➢ 協力しながら思い描いたことを一歩一歩実
現していくその過程には、創造の喜びがあ
り、協力しあう喜びがある。

➢ 人間が獲得した本性が満たされていれば、
人間は幸せを感じられる。
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• 荘子 100分de名著 玄侑宗久
• もしも１年後、この世にいないとしたら 清水研
• 幸せのメカニズム 実践・幸福学入門 前野隆司
• しあわせの哲学 学びのきほん 西研
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